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３ 要  旨 

 中生品種（ひとめぼれ、ふくみらい）の作期移動（5月上旬・中旬・下旬移植、稚苗）による玄米品質低下防
止法について検討した。 
(1)移植期を遅らせる程出穂期が遅くなり、登熟期前半（出穂後5 ～20日）の日平均気温が  低下し登熟適
温に近くなった。 
(2)幼穂形成期の茎数と穂数の比は5月下旬移植で高く、有効茎歩合の高い生育となった。  5月上旬移植
では出穂後20日以降の登熟期の葉色低下程度が大きく、窒素栄養凋落が目 立った。 
(3)2003年の冷夏年を除き、移植期が遅い程、白未熟粒、胴割粒の発生が少なくなり、整粒  歩合、検査等
級が高まった。
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